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販売実績が証明する高い安全性

スズメノカタビラの全発芽期間をカバーする長い残効

確実に発芽を止める高い防除価

　2002 年発売開始以来長年にわたる販売実績が証明する『安全性』・・全国１０８９コースでの

使用実績。発売開始以来十数年間、薬害（枯死）の報告無しの実績。また毒性の点でも、普通物

A 類（原体）の大変高い安全性です。

マックワン

フロアブル

薬量（cc/㎡）

1 2 4 8 16

薬害評価 無 無 無 無 無

《試験考察》社内試験・茨城県ゴルフ場ベントグリーン用ナセリ 1999 年 8 月下旬処理（１区２連）

試験をした年は大変暑い夏で、連日 30℃を越す猛暑でした。標準使用量の１cc/ ㎡の 16 倍薬量まで試験をしましたが薬害

は見られませんでした。またすべての区の根も掘り取り調査しましたが、無処理区との差は見られませんでした。

【ベントグリーン薬害試験データ】

《試験区全体》 《クローズアップ》

無処理区 処理区

《試験考察》社内試験・茨城県ゴルフ場・散布：2000 年 9 月 4 日　調査日（写真）:
2001 年 4 月 25 日 1cc/ ㎡散布。パッティンググリーンに秋処理後翌年（約 7 か月後）
の写真。明らかに秋から春の新規のスズメノカタビラの発芽を押さえていることがわ
かる。約半年の残効があることがうかがえる。

　標準使用量の１ cc/ ㎡の

使用量で土壌中のスズメノ

カタビラ種子の発芽を 95％

以上抑えることができま

す。スズメノカタビラの発

芽期前に土壌処理すること

により、スズメノカタビラ

の発芽初期の根の生育を土

壌中で阻止し、地上部に芽

を出す前に土壌中で枯死さ

せることができます。

1　 2　 3　 4　 5　 6　 7　 8　 9　 1 0　 1 1　 1 2

《秋処理残効》《春処理残効》

（月）

　マックワンフロアブルの有効成分の「クミルロン」は、その特徴的物理性である大変低い水溶性（水

溶解度 0.879 ppm）のため、標準施用量の散布においても多くの有効成分が水に溶けていない状態

で土壌に存在し、散水や雨などの新しい水に順次溶けて行く言わば「緩効性」の効果が期待できます。

そのため春処理で約３か月、秋処理で約６か月の残効が得られます。有効成分は土壌微生物によっ

て分解されて効果がなくなりますので、春処理と秋処理で土壌微生物の活性が違うため残効の長さ

が違うのです。この残効の長さが、だらだらと長い発芽期間を持つスズメノカタビラの発芽を年二

回の散布ですべてカバーすることができるため、結果として大変高い防除効果を示すことができる

のです。

スズメノカタビラ発芽期間 スズメノカタビラ発芽期間

図は関東平野部を想定した散布例です。実際の散布計画の際は弊社・正規代理店にご相談ください

注１　2015 年 5 月末現在実績（累計）

(注１
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既存のスズメノカタビラの毛根の生育を止めて

既存のスズメノカタビラも徐々に縮小させる

　マックワンフロアブルは発芽前処理剤ですので、既発生のスズメノカタビラを短期間で枯死させ

ることはできません。しかし、その長い残効期間中にスズメノカタビラの細かい「毛根」を衰退さ

せてスズメノカタビラの生育を徐々に阻害さ

せることにより、多年草化した既発生のスズ

メノカタビラも時間をかけて駆逐することが

できます。既発生のスズメノカタビラに散布

した一か月後ぐらいからスズメノカタビラの

根の衰退が顕著になります。散布一か月後に

スズメノカタビラを摘まんでみてください、

すでに毛根が失われているために簡単に引き

抜くことができるようになっているはずで

す。毛根を失ったスズメノカタビラは健全なスズメノカタビラより環境抵抗性が大幅に下がってい

ますので、通常では越えられる「乾燥」「暑さ」「凍害」などに耐えられずに消えていきます。既発

生のスズメノカタビラをターゲットにするときは、スズメノカタビラにとって厳しい環境になるタ

イミングを考慮して散布計画を立てる必要があります。散布計画立案の際は是非ご相談ください。

マックワンで
根を失ったスズメノカタビラ

無処理区 マックワン処理

【農薬登録上の表記】

作物名 適用雑草名 使用時期
使用量

本剤の
使用回数

使用方法
クミルロン
を含む農薬の
総使用回数薬量 希釈水量

西洋芝
（ベントグラス）

スズメノカタビラ
メヒシバ 芝生育期

（雑草発生前）

1～ 2
ml/㎡

200 ～ 300
ml/㎡

2回以内 全面土壌散布 ２回以内

西洋芝
（ブルーグラス）

スズメノカタビラ
西洋芝

（ペレニアルライグラス）

芝発芽後
（は種後 10日前後）～

芝生育期
（雑草発生前）

【散布時の注意事項】

ベントグラスの根が３ｃｍより短く （浅く ） なっている状況下では散布を避ける。
そのような状況でも枯死させることはないが生育が緩慢になることがある。

マックワンと他の除草剤や成長抑制剤との混用または併用はしないでくださ
い。 マックワン単体では薬害は発生しませんが他の除草剤 ・ 成長抑制剤との
混用 ・ 併用はベントグラスに対するストレスを高めてしまいますので大変危険
です。



〒162-0814 東京都新宿区新小川町 5-28　TEL:03-5225-2647 FAX:03-5225-2648
【シンプロット社プロプロダクツ正規業務委託代理店・マックワンフロアブル除草剤総発売元】

販売実績
が証明！


